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同管財係長　高崎祥一郎
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	会議録
	別紙のとおり


別紙

委員長　　　　開会宣言、あいさつ

副議長　　　　あいさつ

町長　　　　　あいさつ

委員長　　　　これより議事にはいります。

議案第39号

委員長　　　　まず、本委員会に付託されました、議案第39号尾張土地開発公社定款の一部を改正する定款についてを議題といたします。議案第39号について執行部の説明を求めます。

財政課長　　　議案第39号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第39号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

加藤武委員　　キャッシュフロー計算書はどういう計算書か。
財政課長　　　財務諸表の１つで、現在土地開発公社では、財産目録、貸借対照表、損益計算書及び事業報告書を作るとなっていますが、そこにキャッシュフロー計算書を追加するものです。資金の流れを表し、年度始めにあった金が、年度の最終にいくらになったかという金の出し入れを計算したものです。
加藤武委員　　普通の予算書、決算書で一般にやる方式か。別に難しい方式ではないか。
財政課長　　　企業会計ではこういったものを作っています。

加藤武委員　　郵政民営化によって、郵便貯金を削るというのはどういう理由か。

財政課長　　　郵便貯金という制度がなくなり、郵貯銀行になり銀行の預金となります。
加藤武委員　　名前を変えるということか。

財政課長　　　郵便貯金がなくなるので削るものです。
委員長　　　　他ございませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第39号尾張土地開発公社定款の一部を改正する定款について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第39号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第46号

委員長　　　　次に議案第46号平成21年度長久手町一般会計補正予算（第２号）を議題といたします。議案第46号について執行部の説明を求めます。

財政課長　　　議案第46号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第46号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

吉田委員　　　車の買い替えの件で、これはトヨタ車だが他社との検討はされたの

か。
財政課長　　　経済危機対策ということで、今回はプリウスを購入する予算を計上しました。愛知県はトヨタの自動車産業が基幹産業ということで配慮しました。
吉田委員　　　ホンダの方が安いがトヨタだけで検討したのか。

財政課長　　　トヨタ車で検討しました。
加藤武委員　　補助金の使い道は制限があると思うがどのような条件か。それぞれ別々にあると思うがどうか。
財政課長　　　国庫補助金については、まず経済危機対策臨時交付金については、４

月11日以降に補正予算で計上したもの、または予備費で対応するもの

について、特に地球温暖化対策、安心安全の実現、少子高齢化、その他事業に使ってもらうということで、一番の制限は４月11日以降に予算化したものという制限があります。
教育総務課長　学校の情報通信技術環境整備事業については、事前に国に対して実施計画を出して、それを今後国の補助対象としていくという制限があります。
加藤武委員　　実施計画を出してということは、テレビや電子黒板の計画は出していたのか。
教育総務課長　事前に出しています。
加藤武委員　　周辺の他市町はどのような物に使っているのか。
財政課長　　　経済危機対策臨時交付金の方ですか。
加藤武委員　　両方です。

財政課長　　　経済危機対策臨時交付金については、近隣市町で６月補正を出しているところはあまりありません。聞いているのはインフルエンザ対策や学校関係のデジタル化、コンピュータ整備、それから当初予算でつけられなかったような道路修繕等にあてるようなことを聞いています。長久手町は一番早い方だと思います。愛知県では、公用車にエコカーを購入するだとか、県立高校等に太陽光パネルというようなことも聞いています。
教育総務課長　学校ＩＣＴ環境整備事業については、近隣市町も予算化する予定だが、９月議会でというところがほとんどです。各市町まだ確定した状況ではありませんので、細かい状況については答えを控えさせていただきます。
総務部長　　　長久手町はパソコン等に関しても充実しているが、遅れている市町もありますので、そうした分に使用するというのも聞いているが、その辺の情報がまだあまり入ってないようです。
加藤武委員　　公用車の損害保険料は強制保険です。長久手町は任意保険に入ってないのか。
財政課長　　　任意保険については、町村会の共済保険に入っています。
加藤武委員　　すべて入っているのか。
財政課長　　　公用車については、任意保険にすべて入っています。

加藤武委員　　議長車が約40万円高いわけだが、普通の車が227万5,000円だが、エアコンとラジオぐらいの装備か。
財政課長　　　ラジオやエアコン、ＥＴＣ装備しています。
加藤武委員　　学校の飛散防止対策工事はフィルムを貼るわけだが、フィルムの耐用年数はどのくらいか。
教育総務課長　概ね20年です。

加藤武委員　　デジタルテレビと電子黒板の契約はまだ済んでいない。契約する際に地元業者との関係はどのように考えているか。
教育総務課長　まだ契約は済んでいません。今後入札方法等については検討します。
加藤武委員　　50インチテレビを全ての学校に入れるが何台だったか。
教育総務課長　小学校で175台、中学校２校で53台です。
加藤武委員　　この発注方法は一括でやるのか各学校に分けてやるのか、小中学校別でやるのか。
教育総務課長　入札方法についてはまだ決まっていません。
加藤武委員　　地域活性化経済基金にうたっているが、そういうのもある程度考慮して、地域の活性化になるような方法をとっていくのも１つの方法だと思う。電子黒板１台いくらで予算書に出しているか。
教育総務課長　電子黒板１台68万円で、国の予算指針に基づき予算計上しました。
加藤武委員　　市が洞小学校も開校時にテレビを入れた。今回の予算書には市が洞小学校も入っている。元のテレビはどのように使うのか。
教育総務課長　37インチのデジタルテレビで各教室の物が余ってくるので、これについては、各小学校で職員室や校長室でデジタルテレビが入っていないところ、他にも公共施設等にアナログテレビがあるところについてはデジタルテレビを検討したいと思います。
加藤武委員　　有効的に今後公共施設等に使うので余らないということですね。
水野竹芳委員　11ページの自動車管理費だが今までの車は何か。
財政課長　　　総務費の車ですか。

水野竹芳委員　議長車です。
財政課長　　　議長車については平成７年４月購入のクラウンです。
水野竹芳委員　プリウスに変わると、ぶつかった時に前後は丈夫にできているが、横は今のクラウンよりも強いか。
財政課長　　　どちらが強いかわからないが、クラウンはエアバッグがついていない。プリウスは最新の車なのでエアバッグ等もついており、安全面も十分です。
水野竹芳委員　車が小さくなっても十分ということか。
財政課長　　　十分クリアされておると理解しています。
吉田委員　　　これからも公用車の買い替えは進んでいくと思うが、三菱自動車は電気自動車をこれから出してくるが、トヨタ車一本でこれからは、本町として進めていくのか。
財政課長　　　トヨタ車一本ということではなく、今までも普通車から軽自動車に買い替えもしてきています。状況に応じてバランスを取りながら公用車の買い替えを進めていきたいと思います。
吉田委員　　　エコカー減税も関係してくるが、どれくらいの減税で検討されたのか。
財政課長　　　プリウスについては、自動車重量税は全て減税になります。自動車取得税は自治体は非課税になります。自動車税も県税ですのでかかりません。プリウスの購入にあたっては、自動車関係の税はまったくかかっていません。
吉田委員　　　普通に買うのとどれくらいの金額の差がでてくるのか。
副町長　　　　14年以上乗って買い替えると、40万円くらい補助金等を入れてエコカーにすると安いと聞いています。

伊藤委員　　　先ほど他の市町はまだこれからだということだが、長久手町へ6,400万円、4,400万円という金額が出ているが、これは町の方からの積み上げの要求なのか、総枠が臨時の補正の関係で枠が指定しており、向こうからこれだけが長久手町の配分ですということがあったのか。
財政課長　　　経済危機対策臨時交付金については、県から交付上限額が定められており、その金額で補正予算を計上しています。
教育総務課長　国庫補助金の学校情報通信技術環境整備事業補助金については、先ほど事業計画書を国に出しているが、それに基づく補助金になります。
伊藤委員　　　教育補助金はメニュー的には全て網羅したから、これ以上は必要ないということでこの金額に落ち着いたということか。
教育総務課長　情報通信技術関係の事業については、学校でメニューの中でデジタルテレビと電子黒板を整備するのが妥当と判断しました。
伊藤委員　　　臨時交付金だが上限一杯ということだが、長久手町の人口規模からいくともっとあってもいいと思う。減額されて調整された分はあるか。
財政課長　　　この交付金については、財政力の強さによって減額がされています。長久手町の財政力指数は1.23で、1.2以上の団体については50%カットされます。カット前は１億3,000万円弱だが、1.20以上が50％カット、1.50以上が80％カットで財政力によってカットが異なる交付金です。
伊藤委員　　　交付金なのでどのように使ってもいいということで、入札だとか色々な面があるので、本来だと入札差金や請負残があると返還ということになるが、その分を考慮して繰越金を入れてそういうのにもきちんと使っていこうという考えでやられたのか。
財政課長　　　この交付金については、交付限度額を下回った支出をすれば、その分カットされます。請負残も予想しながら、今回計上したものは全て必要ということで、繰越金から6,000万円ほど出しているが、請負残が発生しても6,400万円満額もらえるように考えています。補正予算には計上していないが、臨時交付金の使い道ということで県に実施計画を出すが、今回の補正予算プラス、例えば、補正には載せていないが、予備費でインフルエンザ関係の支出をしています。そういったものを臨時交付金にあてることで県に申請をしています。
委員長　　　　他ございませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第46号平成21年度長久手町一般会計補正予算（第２号）について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第46号については原案のとおり可決することに決しました。

議案第47号

委員長　　　　次に議案第47号（仮称）北庁舎建設工事請負契約の締結についてを議題といたします。議案第47号について執行部の説明を求めます。

財政課長　　　議案第47号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより議案第47号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

吉田委員　　　どの程度の規模のエレベーターがつくのか。
財政課長　　　車いすも中に入れる一般的なエレベーターを予定しています。

加藤武委員　　制限付き一般競争入札で落札率が66％と低いがどのように考えてい
　　　　　　ますか。

財政課長　　　予定価格に比べて非常に安く落札されたが、最低制限価格を設けており、予定価格と最低制限価格の範囲内で確保しているので、入札は有効であり、契約の内容の意向をきちんと確保してもらうように、私共も施工管理をきちんとやっていきたいと思います。
加藤武委員　　今後も制限付き一般競争入札は、予定される公共施設に採用していくのか。
財政課長　　　制限付き一般競争入札については、町の実施要領があり5,000万円以上の工事については、制限付き一般競争入札で行う規定がされているので、今後の公共施設もそれに沿った形になってくると思います。
水野竹芳委員　２階建てにしたが、現実には計画地に車が置いてある。車を置く所が無くなってしまう。駐車場用地を買わなくてはならない。エレベーターを付けているので設計上おかしくないか。
財政課長　　　エレベーターがあるのに渡り廊下がなぜいるのかということですか。
水野竹芳委員　高床式にして下を駐車場になぜしなかったのか。
財政課長　　　事務的なスペースも減ってくるし、建設工事の部分も若干上がってくると思います。
水野竹芳委員　そういうことも今後建てるときには配慮した方がいい。エレベーターがあるなら２階に上がるのも３階に上がるのも同じだ。
副町長　　　　高床式にすれば当然防火の問題もあり費用も余分にかかります。駐車場自体は南北に確保されているので、駐車スペースの問題はクリアできています。
伊藤委員　　　請負残が結構出て余裕がある。補助金なしでやる物件なので、無駄遣いする必要はないが、環境問題に配慮する部分を請負残で少し検討する枠はないか。補助金ではないので無理なことは言わないが検討してもらえないか。
財政課長　　　本会議でも答弁しているが、国からの公共投資臨時交付金があります。全国の都道府県と市町村の交付金額は１兆3,790億円ですが、各市町の金額がまだ定まっていないので、今回の補正では上げませんでした。そういった交付金が、例えば、太陽光パネルの設置に充当ができるので、環境配慮について検討していきたいと考えています。
副委員長　　　入札価格は１億2,292万6,650円ということだが、予定価格１億4,800万円の根拠は何か。
財政課長　　　この工事を発注する前、昨年度設計を外注しました。設計金額を基に期間の長短や物価の変動を考慮しながら予定価格を決定しています。
副町長　　　　予定価格に対する最低制限は設計額に対し３分の２以上５分の４以内です。その範囲内で最低制限を決め、予定価格については裁量で決めることができることになっています。
副委員長　　　入札価格もその中に入っていることか。
副町長　　　　その範囲内です。
副委員長　　　予定価格が入札価格に比べて66％だから予定価格の方が高いのではないか。
総務部長　　　設計価格があって、後は業者間の中でいくらにするかということだが、そういった中で最低制限価格が３分の２以上５分の４以内という枠があり、その中で決めることです。そこをどのように会社が積算し、どの金額で札を入れるかという部分は私共はタッチしていません。この額については昨年設計をし、積算単価も定めて積算した額で予定価格を定めているので、落札価格と比較と言われても何とも言えません。
副委員長　　予定価格を選定する設計価格の単価表があって積算していると思う。積算価格に対する単価表が見直しされているか。
財政課長　　設計金額については、例えば、県の単価があるものについては、県の単価を引っ張ってきて設計しています。ないものは、物価本やコスト情報を使い、設計金額の中にその材料等を反映しています。その他ないような物は、見積もりを取り、取るにしても３社から見積もりを取って、最低の金額の７割の金額を設計金額にあてています。積算は適正であると考えています。
川合委員　　これを建てることによって、役場のスペースの余裕は保てるのか。
副町長　　　保健福祉部、福祉課や住民課辺りが特に狭いが、産業医にもみてもらい何とかしないといけないと言われています。この増築、北庁舎を造るにあたって、そういったところを解消するにも、食堂を全部事務室にすることで、かなり解消できるだろうと思っています。
川合委員　　造ったがまた狭いので、また造らないといけないということには当分はならないか。
副町長　　　本会議でも市制施行の話が出ていたが、そうなると職員数も若干変わってくるので何とも言えないが、当面の間は大丈夫と考えています。
委員長　　　　他ございませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

ないようですので、採決を行います。議案第47号（仮称）北庁舎建設工事請負契約の締結について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって議案第47号については原案のとおり可決することに決しました。

意見書案第１号

委員長　　　　次に意見書案第１号核兵器廃絶を求める意見書の提出についてを議題といたします。意見書案第１号について提出議員の説明を求めます。

原田議員　　　意見書案第１号について説明。

委員長　　　　説明は終わりました。これより意見書案１号に対する質疑等を行います。質疑及び意見のある委員は挙手を願います。

水野竹芳委員　オバマ大統領が云々という３行について特に入れる必要はあるのか。この言葉は我が国にとって必要がないのではないか。
原田議員　　　４月５日に核兵器を持っている国の大統領が自ら核廃絶を表明したことに重要な意義があり、麻生総理大臣もすごいと言って歓迎しています。そのことが十分大きな意味があります。世界の核廃絶を求めるＮＰＯ等の団体が、この60年大変な努力をしながら、核廃絶ができないという状況の中で、新たな希望が出てきたことから、最大限活用して世論を作って応援することが必要ということからはっきりと書きました。このことについて日本政府は賛同せずに、核の傘、核の抑止論で日本を守ってくれと言っている点に問題があります。
水野竹芳議員　我が国は以前からこの問題について取り組んでいる。オバマ大統領が言ったからといってここに入れる必要はない。
原田議員　　　今の日本国内では核抑止論が横行しています。北朝鮮が核実験をやったことに対しても、ミサイル実験をやったので、日本が攻撃を受けるかもしれない。そうするとその前にミサイル発射を察知したら、直ちにそういう基地を攻撃すべきだという議論さえあるので、それは大事だと思います。
伊藤委員　　　賛成者の加藤武委員が総務まちづくり委員の中にいるので少し確認したい。加藤武委員の持論としては、文章をみてそれで判断してもらえばいいと言われるかもしれないが、本会議の説明後に賛成の同意を取り消す等の言葉が聞こえてきた。今も余分なことは話すなというような言い方をされている。この意見書を皆で採択していこうという中で、この発言について私たちはどのように理解すればいいのか。
加藤武委員　　伊藤委員からこの意見書に対して、きちんと問題にすればいいという話があったが、私もそういう意見である。あくまでこれに書いてあることで意見書を求めた。本会議でここに書いてないようなことを提出者が話したので、一言言っただけです。私はあくまでこの意見書の文書に対して賛成している。
伊藤委員　　　私は文面だけというよりも、議会としてきちんと受け止めていくには、皆での話し合い等も大事だと思う。もう一点確認したいのは、私は議会運営委員会のメンバーではないので正確には聞いていませんが、全会一致を目指してやろうと思ったが、時間がないので出したという言い方をされていた。議会として、全会一致を目指す意見書について締切があったとは思えない。議会中であっても皆で同意をしてやっていく意見書案については締切がなかった。意見書を出す権利はあるので、それはそれでいい。私は無会派だが、無会派としての提出者の原田議員からは、何の相談もなかった。全会一致を目指すと言いながら何もなしでやって、踏み絵のように判断しろというやり方がいいのか疑問に思うがどうか。
原田議員　　　意見書については、それぞれが出す意思を尊重してもらう。全会一致ということも確かに意見書として目指す方向です。これからも様々な議員提案で条例案を作っていくとすれば、全会一致を目指すことが筋です。残念ながら中身からいえば、当然対立することもある。私は今回この意見書を出すにあたり、４月５日のオバマ大統領が言った核廃絶問題について大きく前進したことを、いち早く長久手町議会で賛同して、核兵器廃絶を政府に求める意見書を出すことが、世論作りに大きく影響してくることから、加藤武委員に賛同を得て提出しました。
伊藤委員　　　昨日の一般質問の中で、原田議員は議会と執行部が真摯に向き合って、対応していく問題ではないかと言った。原田議員は議会に向かって真摯に対応した意見書だったのかと疑問に思う。それについてどうか。
原田議員　　　昨日町長とやりあった中のことは、非核平和自治体宣言は首長が提案し、それについて議会側がその提案趣旨をよく議論をし、世界平和に向けて町がやれることについて何があるかを議論した上で真摯に受け止めてやっていこうということです。昨日町長は議会が提案すればいいのではないかと言った。それは首長の面目をまるまる潰すことになり、いかがなものかと発言を求めました。
伊藤委員　　　議会に対して真摯の対応だったと言えるのか。
原田議員　　　加藤武委員に賛同を求める範囲に終わりました。この問題については伊藤委員が言われるように、全会一致ということで、私が各会派を回って、無会派にもこういう意見を出したいからぜひ参加してくれということをしたうえでしか結果的に出せないのでは駄目だと思いました。当然無会派に話はしていません。話をするような会派ではない。私の意見に賛同してくれる人でたくさんの人にやればよかったと言われるが、残念ながら加藤武委員だけです。
川合委員　　　北朝鮮の核実験があったということで瀬戸市が抗議の決議を出した。原田議員から私に長久手町もやったらどうかという話があった。私も気にはかけていたが、原田議員が意見書を出すということで北朝鮮のこともあるのかと思っていた。それがなくてこういう意見書だった。一般質問でもそういうことをやった。このことに関して長久手町の議員がこんなことはということはない。核廃絶は日本国民の願いです。議会としての意思を出すことであるなら全会一致で出すのが一番いい。議会として全てみなさんが問題提起したことにして、話し合いで決めて全会一致でいこうということにしていきたい。町長当局側にも宣言をやったらどうかという提案をできる。今回これをここで賛否を問うよりも、９月議会に全会一致で出すという方向性で方針を決めたらと思う。
加藤武委員　　私は全会一致でいいと思っていた。ところが原田議員が１人でやられた。まだ何も核兵器廃絶を求める意見書を出すからサインしてくれと言われて、文章を見て納得してサインした。議会運営委員会の中で原田議員もメンバーだったので出そうと思えば出せた。結果的にはサインした以上は反対していてもいけないのでこのままいけば私は賛成するが、総務まちづくり委員会の中で継続にするのはおかしい。手続き的な問題だ。
　　　　　　　　　　　この際、暫時休憩とします。

　　　　　　午前１１時４０分休憩

　　　　　　

　　　　　　午後　０時１５分再開
委員長　　　　休憩前に引続き会議を再開します。

　　　　他ございませんか、なければ、質疑及び意見は以上で終了いたします。続いて討論採決を行います。最初に反対討論を行います。ございませんか。

ないようですので、次に賛成討論を行います。ございませんか。

加藤武委員　　先ほどから意見が出ましたが、私もみなさんの意見に賛成です。本来ならば長久手町議会全員一致でいくことが望ましかったがそれができませんでした。私は賛成者の１人として核兵器廃絶を求める意見書の趣旨にあるように核兵器のない世界を実現するため、核兵器廃絶の努力を世界に呼び掛け、促進する強い義務があると考え、私は賛成し討論とします。
川合委員　　　出し方そのものついては非常に気に入らないが、内容については反対すべきものではありません。原田議員には今後みなさんの意見を聞いて、きちんとまとめてもらうことをお願いして、また核兵器廃絶ということで、町にも非核宣言を出してもらうこともしていかなければいけない。そういうことも踏まえて賛成とします。
伊藤委員　　　核兵器廃絶という件に関しては異議がないので、賛成したいと思いますが、文面についてはまだまだ付け加えたいこともありました。今回はこの形での提案ですので、この分については賛成とします。
委員長　　　　他ございませんか。ないようですので、採決を行います。意見書案第１号核兵器廃絶を求める意見書の提出について原案のとおり可決することに賛成の委員の挙手を求めます。

挙手全員であります。よって意見書案１号については原案のとおり可決することに決しました。

　　　　　　　次に、閉会中の継続調査についてお諮りいたします。

　　　　　　委員のお手元に配布してあります継続調査申出事件一覧表のとおり、引き続き閉会中も継続して調査したいと思いますが、ご異議ありませんか。

　　　　　　（異議なしの声あり）

　　　　　　　ご異議ないものと認めます。継続調査申出事件一覧表を私から議長に申し出ておきますから、ご了承願います。

なお、委員長報告は委員長と副委員長に一任していただけますか。

（異議なしの声あり）

ご異議が無いようですのでそのように取り計らいさせていただきます。以上で総務まちづくり委員会を閉会します。

午後０時１９分閉会　　　

以上、要点筆記は会議内容と相違ないので署名する。

平成２１年６月１８日

総務まちづくり委員会委員長　水野とみ子
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